
第４章 敦賀市環境マネジメントシステム 

 

１ 概 要 
 

市役所が実施する事務事業の環境への負荷を低減することや、環境関連施策を着実に推

進するため、平成１２年度に環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の運用を開始し、平成

１３年３月９日にＩＳＯ１４００１認証を取得しました。 

その後、約６年間に渡り国際規格に基づき継続的改善に取り組んできましたが、職員の

意識定着など一定の成果をあげたことから、平成１９年３月８日にＩＳＯ１４００１認証

を取り下げ、これまでの経験を踏まえた独自の環境マネジメントシステムに移行しました。 

 

※ ＩＳＯ１４００１とは 

ＩＳＯとは「国際標準化機構」のことで、品質や環境などのあらゆる分野における世

界共通の規格を制定しています。この内、ＩＳＯ１４００１とは、企業や自治体などが

環境に与える影響を低減する活動を継続して実施するための仕組み（環境マネジメント

システム）について規定した国際規格のことをいいます。 

  

※ 環境マネジメントシステムとは 

環境負荷の削減や環境保全の推進を達成すべく、環境方針、目的・目標を定め、具体

的な取組みを計画（ＰＬＡＮ）し、実施（ＤＯ）し、その実施状況を点検及び是正（Ｃ

ＨＥＣＫ）した上で、見直し（ＡＣＴ）を実施し、継続的改善を行う仕組みをいいます。 
 

(1) 環境方針について 

環境に関する基本的な方針については、次々頁参照 

 

(2) システムの適用範囲について 

適用範囲…敦賀市役所本庁舎及び敦賀市役所各施設 

適用組織…総務部、企画政策部、市民生活部、福祉保健部、産業経済部、建設部、敦賀

病院事務局、会計課、水道部、議会事務局、教育委員会事務局、監査委員事

務局 

   

 

 

２ 環境目的・目標等 
 

 環境目的・目標について（平成１９年度） 

部局別（環境に有益な影響のあるもの） 

・ ５３件(例：松林の保護育成) 

全実行部門(エコオフィス活動関係) 

・ １５件(例：コピー使用枚数の削減) 

 



 

 

３ 環境マネジメントシステムの経緯 
 

 ５月 各課代表者によるプロジェクトチームを編成 

〃 市長によるキックオフ宣言（９日） 

 ９月 審査登録機関の決定（財団法人 日本品質保証機構） 

〃 環境方針の策定（１８日） 

１１月 旧プロジェクトチームメンバーを環境推進員に任命 

〃 審査登録機関によるマニュアルチェック（２０日） 

〃 審査登録機関による予備審査（２１日） 

〃 環境推進員研修会（２１日）「システムの運用管理について」 

１２月 環境マネジメントシステムの運用開始（１日） 

 １月 審査登録機関による予備審査（５日） 

〃 内部環境監査の実施（１５、１６日） 

 ２月 審査登録機関による登録審査（６、７日） 

〃 市長によるシステムの見直し 

 ３月 登録審査（１、２日） 

〃 認証取得（９日） 

平成１２年度 

〃 認証授与式（２２日） 

１０月 内部環境監査の実施（１６、１７日） 平成１３年度 

 ２月 定期審査（２５、２６日） 

 ６月 市長によるシステムの見直し 

 ７月 環境方針の改定（１日） 

 ８月 環境マネジメントマニュアルの改定（２１日） 

１０月 内部環境監査の実施（２４、２５日） 

平成１４年度 

 ２月 定期審査（２５、２６日） 

 ７月 市長によるシステムの見直し 

１０月 内部環境監査の実施（２９、３０日） 

平成１５年度 

  ３月 更新審査（２、３、４日） 

 ４月 環境マネジメントマニュアルの改定（２０日） 

 ６月 市長によるシステムの見直し 

１０月 内部環境監査の実施（２６、２７日） 

平成１６年度 

  ３月 定期審査（１、２日） 

 ４月 環境マネジメントマニュアルの改定（８日） 

 ６月 市長によるシステムの見直し 

１０月 内部環境監査の実施（２７、２８日） 

平成１７年度 

  ２月 定期＋移行審査（２２、２３日） 

 ５月 環境マネジメントマニュアルの改定（１７日） 

 ６月 市長によるシステムの見直し 

１１月 内部環境監査の実施（２８、２９日） 

平成１８年度 

  ３月 審査登録取り下げ（８日） 

  ４月 環境マネジメントマニュアルの改定（１日） 

〃  環境マネジメントマニュアル説明会（２６日） 

 ５月 新規採用職員研修会（２９日） 

 ７月 環境推進員研修会（１９日） 

平成１９年度 

  ２月 環境推進責任者研修会（２９日） 



 

環  境  方  針 
 
１ 基本理念 

私たちのまち敦賀は、青く澄みきった日本海と色濃く薫る緑深い山々などの豊か

な自然環境に恵まれ、私たちはその恩恵を全身に受けながら日々の生活を営んでき

ました。 

しかし、大量生産・大量消費・大量廃棄に依存する現代の社会経済活動が地域の

環境のみならず、地球全体の環境に著しい影響を与えており、行政においても環境

の保全と創造に対する積極的な取組みが求められています。 

このため、敦賀市は敦賀市環境基本計画に位置付けられた環境関連施策を着実に

推進し、市民・事業者との協働により、環境未来像「さわやかな風 清らかな水 

人と自然がふれあえるまち つるが」の実現を目指すとともに、その実践を通じて、

持続的発展が可能な社会づくりのための責務を果たします。 

 

２ 基本方針 

敦賀市は、自らが行う事務事業について、以下の方針に基づき、環境目的・目標

を定め、定期的な見直しを行い、システムの継続的改善を図ります。 

(1) 循環を基調とした持続的発展が可能な社会の構築の達成に向けて環境関連施

策の推進に努めます。 

(2) オフィス活動においては、省資源・省エネルギーを図るとともに、環境に配

慮した物品の購入や廃棄物の減量化・リサイクルの推進を図り、環境負荷の継

続的改善に努めます。 

(3) 公共事業等の環境に与える影響に配慮し、その低減に努めます。 

(4) 環境関連法規等を遵守し、環境汚染の予防に努めます。 

(5) 環境方針及び環境目的・目標の達成状況は、内外に開示し、誰もが入手でき

るようにします。 

 

 

２００２年 ７ 月 １ 日 

 

 

敦賀市長 河 瀬 一 治 

 

 

 



１９年度環境目的・目標

環境に有益な影響のあるもの
環　境　目　標 結果 実　績　値　等 関連部門

1 松林の保護育成を行う。 達成
予防事業として、空中散布１４０ha、樹幹注入
１４３㎥、駆除事業６６０㎥等を実施した。

林務水産課

2
森林の有する多面的機能を発揮させるた
め、森林整備を推進する。（森林面積５１
６．４８ha）

未達成 森林面積５１４．９１ha 林務水産課

3 折損木被害地の森林整備 達成 折損木処理１６．７５ha実施 林務水産課

4 間伐材の有効利用の促進 達成
間伐１００㎥を実施し、間伐材をチップ、合板
等に加工利用した。

林務水産課

5 高齢級の間伐による森林整備 達成 森林整備１．０ha実施 林務水産課

6
育成天然林施業（除伐、下刈、樹下植栽）
の整備

達成
管理歩道補修Ｌ＝１，３６０m、植栽木整備１，
１２０本、樹下植栽１００本実施

林務水産課

7 計画的な造林保育事業の推進 達成
間伐工事１１２．６４ha、枝打工事３１．８６ha実
施

林務水産課

8
気比の松原において清掃業務を年間１９１
回実施する。

達成
ビーチクリーナーによる清掃を実施
（１９１回/年）

観光まちづくり課

9
農業振興地域整備変更計画時に隣接農
地等への影響を考慮し策定する。

達成
農用地区域の除外を０．９haとし、限りある農
地の保全を図った。

農務課

10
農地、水、環境保全対策を推進するため、
１５組織（１８地区）が取組み、環境保全を
行う。

未達成
１４組織（１７地区）が農地・水・環境保全対策
に取り組み、環境保全を行った。

農務課

11
中池見ふれあいの里での動植物のモニタ
リング調査の実施、環境学習の実施

達成
モニタリング調査、環境学習を実施
（１９年度来園者数６６，３９３人）

環境課

12
実践希望校（小学校９校）を対象に年間を
通して水田の多面的機能を体験させる。

達成
小学校９校が水田の多面的な機能を体験し
た。

農務課

13 気比の松原の景観環境整備 達成
下刈り７９．５ha、つる切り・枝打ち２６．５ha、除
根・落葉処理０．７ha実施

林務水産課

14
市民ボランティア団体の「里山の森林づくり
推進実行委員会」の自主・自発的活動の
支援

達成
野坂いこいの森の林間広場草刈、清掃作業
等実施

林務水産課

15
敦賀湾内の海底環境の整備と水産資源の
保護育成

達成
サザエ・アワビ・ヒラメの放流、海底耕耘５.６k
㎡の実施、沈船魚礁一隻を整備

林務水産課

16 悪臭物質に関する調査を行う。 達成 調査を実施 環境課

17
大気汚染常時監視測定所の稼働率を９
５％以上維持する。

達成 稼働率９５％以上を維持した。 環境課

18
食堂委託業者に油、洗剤等の低減を依頼
する。

達成 ８月７日書類にて業者に依頼 契約管理課

19
合併浄化槽を設置する者に対して補助す
る。（７０基）

達成 ６９基補助（７０基分金額）設置補助 環境課

20
河川の水質調査１７ケ所、地下水塩水化調
査３０ケ所、地下水質調査１０ケ所を実施す
る。

達成 予定通り調査を実施 環境課

21
民間処分場周辺の河川、地下水
の水質調査を実施する。(年４回)

達成 年４回実施（５月、７月、１１月、２月） 廃棄物対策課

22
平成１９年度水洗化戸数
公共下水道５００戸を目指す。

達成
平成１９年度水洗化戸数
公共下水道　５１０戸

下水道課

23 騒音に関する調査を行う。 達成 調査を実施 環境課

24
地下水位の観測とホームページへの掲
載、節水啓発を行う。

達成
地下水位を観測しホームページで水位を掲
載、広報つるがにて節水啓発を実施

環境課

25 平成１９年度有収率８７．００％を目指す。 達成 １９年度有収率８７．５１％ 上水道課

26
大気及び河川水中のダイオキシン類の監
視を行う。

達成 調査を実施 環境課

27
農業関連機関、団体等と連携し、農地の農
薬、肥料使用の適正化啓発を継続する。

達成
敦賀市農協及び各農家組合と連携し、農薬、
肥料使用の適正化の研修会等を実施した。

農務課



１９年度環境目的・目標

環境に有益な影響のあるもの
環　境　目　標 結果 実　績　値　等 関連部門

28
古紙等の団体回収に対し補助を実施す
る。（１１８団体）

達成
県民生協、消費者連絡協議会と三者協定を
締結し、協働で3Rを推進

廃棄物対策課

29
監視パトロ－ルと啓発事業の推進及び投
棄物の撤去

達成
ホームページ、広報つるがにて啓発、
監視パトロールの実施（年４期、計２１日間）

廃棄物対策課

30 リサイクル展の開催（３回） 未達成
２回開催（７月清掃センターで実施、３月環境
フォーラムで実施）

清掃センター

31
処理容器購入に対し補助を実施する。
（４０個）

未達成 ２４件に補助 清掃センター

32 廃棄物自転車のリサイクル推進 達成
事業廃止に向けて、現利用者のうち希望者に
譲渡（延べ１０６台利用、２１台譲渡）

廃棄物対策課

33
古紙等の団体回収に対し補助を実施す
る。（１１８団体）

未達成 １０３団体に補助 清掃センター

34
コスモス（１．５ha）を栽培し、里地の環境保
全を図る。

達成 コスモス１．６haを栽培 農務課

35 地域における自主的な緑化を推進する。 達成 大比田区外６団体が苗木６６９本を植樹 林務水産課

36
敦賀市にｵ－ﾅ－を募集してさくらを植樹
し、後世に残せるようなさくらの里の名所と
して整備する。

達成 桜の苗木（H=2.5m）を３２０本植樹した。 都市計画課

37
開発行為等の指導要綱を土地利用調整条
例に含め検証し、計画的なまちづくりを推
進する。

達成
開発行為３件､土地利用調整条例２４件、中
規模開発１１件の申請があった。

都市計画課

38
市の玄関口としての賑わい交流拠点とする
ため、景観等、環境に配慮した区画整理設
計を行う。

達成
道路計画にあたり、地元代表と意見交換会を
３回開催した。

都市計画課

39
児童・生徒並びに保護者に自然環境の大
切さを奨励

達成
野坂山登山１３校、天筒山登山５校、巌龍山
登山１校、中池見湿地散策１０校実施

学校教育課

40
リサイクル広報活動
各地区における環境美化運動の支援

達成
クリーンアップ作戦を実施
拠点地区１，２００人
一般地区５，８４９人参加

環境課

41
自然の恵みを体感させるフェスタの開催
（年４回　各４０人）

達成
自然の恵みを体感させるフェスタを年４回開
催し、計１９６名の参加を得た。

少年自然の家

42
自然の中で活動する野外活動指導者講習
会の実施

達成 指導者講習会を開催し、１１名が参加した。 少年自然の家

43
環境マネジメントシステムを維持し、対前年
度比削減を目指す。

未達成
エコオフィス活動目標１５項目中、１０項目達
成、５項目未達成

環境課

44
エコドライブ講習会
かんきょうコンクールの実施

達成
エコドライブ講習会の開催（６月１日、９月２６
日、３月５日、３月２２日）
かんきょうコンクールの実施（応募者５０５名）

環境課

45
粟野地区における環境美化運動の支援
（参加人数１，０００人）

達成
粟野地区における環境美化運動の支援（参
加人数１，２００人）

粟野公民館

46
６月４日～９月２８日の期間、適正冷房に相
応しい軽装を全職員及び会議等出席者に
周知し、実施

達成
５月２９日付事務連絡により、夏季における省
エネルギ－対策を徹底するよう通知

総務課

47 夏２８℃・冬１８℃の温度設定 達成
市庁舎２階の室温、夏２８℃、冬１８℃の温度
を基本に運転実施

契約管理課

48 公用車の集中管理を実施する。 達成 集中管理による効率的な運用を実施 契約管理課

49
２キロ以内の職員のマイカー通勤を制限す
る。

達成 年に数回、違反車両をチェックした。 契約管理課

50 環境配慮製品の率先購入 達成 環境配慮製品購入率１００％達成 契約管理課

51 公共施設に大気浄化植物を植える。 達成
小中学校等に大気浄化植物１，００８ポット配
布

環境課

52
新規工事において、自然エネルギーによる
設備の計画・施工

達成
太陽光発電・地下水を利用し、駐車場及び植
栽の散水に利用した。

住宅政策課

53
公共施設の新築・改修工事に
おいての使用材料の選定をする。

達成
工事完成時に使用材料表を作成し、ＶＯＣの
測定をした。

住宅政策課



１９年度環境目的・目標

エコオフィス活動

目　標 結　果 実　績　値　等 関連部門

1
コピー使用枚数を ４，７０６，２４７枚／年 以
下にする。

達成
４，０３７，７２７枚
（目標値より－１４％）

全実行部門

2
事務用紙使用枚数を ４，０３１，６１１枚／年
以下にする。

達成
３，６２０，１１０枚
（目標値より－１０％）

全実行部門

3
応用用紙使用枚数を ６２０，０００枚／年
以下にする。

未達成
６５６，０００枚
（目標値より＋６％）

全実行部門

4
前年度の公用車の走行距離　９４９，６１３ｋ
ｍ／年 より１％削減する。

達成
８４０，８７９km/年
（目標値より－１１％）

全実行部門

5
電気使用量を ４０，１２３，２７８　kWh／年
以下にする。

達成
３７，５０７，８００kwh
（目標値より－７％）

全実行部門

6
灯油使用量を ７３２，６８２リットル／年 以下
にする。

達成
４９０，５５９リットル
（目標値より－３３％）

全実行部門

7
上水道使用量 ４６６，４００㎥／年 以下に
する。

達成
４４８，７２０㎥
（目標値より－４％）

全実行部門

8
ＬＰＧの使用量 ３３４，６７７kg／年 以下に
する。

未達成
３３９，１４４kg
（目標値より＋１％）

全実行部門

9
都市ガス使用量 ８９，３３６㎥／年 以下に
する。

未達成
９５，１５３㎥
（目標値より＋７％）

全実行部門

10
グリーン購入に関するガイドラインに基づ
き、環境に配慮した事務用消耗品の購入
を徹底する。

達成
グリーン購入比率７９％
（H.１８実績７２％）

全実行部門

11
ノーマイカーデーにマイカー通勤しないこ
とを徹底する。

未達成
ノーマイカーデー参加率７４％
（H.１９目標７５％）

全実行部門

12 超過勤務時間を削減する。 達成
７５，８３５h/年
（H.１９目標９３，６３０h/年）

全実行部門

13
前年度、各施設から清掃センターに持ち込
まれた廃棄物量 ５５８，６１０kg／年 より１％
削減する。

達成
４７２，０５０kg
（目標値より－１５％）

全実行部門

14
各課各施設から出る新聞紙・チラシの回収
を徹底する。

達成
１６，６８０kg
（対１８年度比３７％増）

全実行部門

15
前年度の温室効果ガス排出量 ２９，９２５，
１４２ｋｇ－ＣＯ２／年より１％削減する。

達成
２９，５６３，７２２kg-CO2
（目標値より－１％）

全実行部門




